[Material] Lecture on Political Economy in Kansai Law School (2) by 杉原 四郎 & Sugihara Shiro
[資料紹介] 関西法律学校の経済学講義(2)
著者 杉原 四郎
雑誌名 關西大學經済論集
巻 19
号 5
ページ 683-696
発行年 1969-12-20
その他のタイトル [Material] Lecture on Political Economy in
Kansai Law School (2)
URL http://hdl.handle.net/10112/15113
:. 
683 
資料紹介
関西法律学校の経済学講義 （二）
杉原四郎
はしがき
本誌前号に創立当初の関西法律学校における手塚太郎の経済学講義を掲載したのにつづ
いて，今回は野村珍吉の講義を紹介する。．野村の講義は手塚の講義（序論および第一部生
産論）のあとをうけて，’第二部分配論および第三部交換論を購じたものである (1)。
野村診吉は東京の第一番中学→大学南校に学び，東京大学法科大学の第一回卒業生とな
った人で，関西法律学校の創立後まもなく出講，経済学を担当した。当時大阪始審裁判所
検事で，•大阪英学校（明治20年 9 月創設）の講師でもあった (2)。当時の東大は英法系で
あり，野村の経済学も手塚のそれがフランス系であったのに対し，．イギリスの学統の色が
つよく，フォーセット夫人の入門的著作に依るところが多い。津島（内田）重成の筆記(3)
は手塚の場合より清書が丁寧でなくなり，全体としてやや読みにくくなっている上に，途
中欠落しているところや前後のつづき具合がおかしいところもある。校訂は前回と同じ方
法によった。なお，今回は分配論のみを掲載し，次号に交換論を掲載することにする。
(1) 野村の講義の篇別構成はつぎの通りである。こうした標題を内田のノートは明確に
つけているわけではないが．内容迄概観する便宜上私が本文の叙述にしたがってつけ
たものである。第二部，分配論。 I.序説， I.借地料論']I[.賃金論， N.利潤論。
第三部交換論。 I.序説， I.価値・価格論，皿．貨幣論， N. 信用論， v.外国貿易
論。以上であって財政論はない。
(2) 野村は第一番中学では，後に関西法律学校の校長となった一瀬勇三郎（明治29-31
年在住）と同級であり，大学南校では一瀬のあとをうけて明治31-38年に校長をつと
めた加太邦憲と同期であったという。彼の伝記は不詳であるが，大正元年11月にはナ
でに故人であったようである。『関西大学七十年史』， pp.12, 22-23, 60。
(3) 津島の作成した野村鈴吉の講義ノートは二冊ある。「法律学士，野村鈴吉先生口授，
経済学講義筆記＇， 津島重就， 花押」と表記したものと，「明治廿一年四月廿一日，校
生，津島重成，法学士，野村診吉君，・経済学講義，第二峡」と表記したものの二冊で
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ある。後者は外国貿易論のみをおさめた極くうすいもので，白紙の部分が多く，分配
論と交換論の大部分は前者におさめられている。なお当時司法省法学校の卒業生を法
律学士，東京大学法科大学の出身者を法学士と呼んでいたから，手塚太郎が法律学士
であるのに対し，野村は法学士であるとすべきであって，上述のように内田も第二冊
目のノートでは野村の肩書をそう書いている。
経済学講義 手塚君ノ続
（第二部分＇ 配 論）
er序説）
予ハ分配ノ事ヨリ講義セン。分配卜云ハ原語ジストリビューショント云フ。生産ノ結果
ナル所ノ産物ヲ各生産者ノ間二分ツ事也。生産二三大必要ノ件ァル事ハ既二生産ノトキニ
説力じシ。即チ土地，資本，努力也。此ノ土地努力資本ノ三者ヲ有スル者ハ生産物ノ分配
二預ル事ノ出来ル者也。土地ヲ有スル者ハ地主，其取ル所ノ者ハ借地料或ハ地代卜云フテ
モ宜シ。地代卜云フトキハ地債卜混ズル故二寧口借地料卜云フヲ可トス。資本家ノ取Jレ所
ノ者ハ利益ナリ。勢力者ノ取Jレ所ノ者ハ給料或ハ賃銭ナリ。此賃銭，利益，借地料ノ三者
ヲ一人ノ手二占ムル事アリ。又敷人ニシテ占有スル事アリ。一人ニシテ此ノ三者ヲ有スル
トキハ，分配卜云フ事ハ賓際二於テハ入ラヌ事也。乍併経漬上ヨリ地面ノ取Jレ所ハ幾何，
資本家勢力者ノ取ル所幾何ノ目安ヲ定ムルニハ必要ナリ。製造業ノ如キ必ズ此三者ヲ併有
スル事ハ少ナシ。土地ヨリノ産物ハ製造家二取リテハ資本トナルナリ。此製造家二付テハ
資本家卜勢力者ノ・ニ者ガ集合セリ。故二此ノニ者二於テ分配スル也。又農ノ如キ歌少M二行
ハレ居ル如キ，テナントプロプライト即チ地主ニシテ且ツ作業ヲ為ス者ノ如キニ至リテハ
分配ノ事ヲ必要トセズ。之レニ反シテ英國ノ如キ地主卜耕作者トハ異ナリ，地面ゾ所有主
ハ大概貴族ナリ。然シテ其地面ヲ耕ス者ハ小作人ナリ。此三ツノ借地料卜利益卜賃銀ガー
人二帰スルトキモアリ，亦数人二分タルル時モアリ， 卜云フ事ハ了解セシナラン。故二分
配ヲ説クニ嘗テ先ヅ借地料ヨリ説明セン。
(JI 借地料）
借地料ノ目安ハ何二由テ定メラルルヤ。是レニニツアリ。一ハ競争，ーハ慣習。
第一ノ競争ヨリ説明セン。地主ハ成丈ケ高債ニテ地面ヲ借サントスルハ嘗然，又借地人
ハ之レニ反スル意志ヲ抱ク者也。然ラバ高キ借料ヲ出ス者アレバ地主ハ其安キ方二借サズ
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シテ之レニ借シタル方ガ利益也。又一面ヨリ見テ借地人ヨリ言フモ同理ニシテ，其借地ヲ
安クシテ借サントスル者二就テ其地面ヲ借ルナルベシ。其有様ハ尚賣買ノ競争二於ケルガ
如シ。大体ハ此二由テ定メラルガ又他二之ヲ支配スル者アリ。耕作地ノ借地料ハニッノ事
柄二由テ高低ノ異同アリ。一其ーハ土地ノ地味ノ豊銃ナルト否ラザルトニ在リ。又賓際土地
ハ豊焼ナルモ猶ホ借地料ノ安キ事アリ。俵令バ其地二虫害多キトカ又ハモグラノ多キ慮ア
リ。此等ノ害アル間ハ土地ノ豊肥二係ラズ下田ノ部二属スベキ者クリ。第ニハ交通ノ便不
便二由ル。随分山間ニモ地味ノ豊肥ナル慮ハ幾等モアリ。然ルニ鐵道モ不通水便モナキ慮
ハ豊肥ナル土地モ充分二其債値ヲ出ダス能ハズ。合衆國ノ中央及濠太利等ニモ随分豊銃ナ
ル土地アルモ，交通不便ナル故容易二費消者ノ手二持運ビ利盆ヲ得ル能ハズ。故二借地料
低債ナリ。如此差異アル故，上田ノ借地料ハ下田ノ借地料ヨリ高シ。故二上田ノ借地料ハ
下田．／借地料ヨリ見テ定メラル。之レヲ説明スルニハ（リカルドー）ノ借地料トシテ有名
がレ説アリ。之ヲ約言スレバ，土地二上田アリ下田アリ，一番下等ノ田地ハ之レヲ耕作シ
テ其収獲高僅カニ資本卜勢力二酬ユル丈ケニ止マリ他二餘裕ナク，借地料ヲ彿ヒシナバ其
丈ケ損失トナル。此ノ田地ヲ耕境ノ土地卜云フ。其レヨリ下等ノ田地ヲ耕ストキハ悉皆損
失トナル故，誰人モ耕作スル者ナシ。其レヨリ以上ノ土地ハ誰人モ耕作シテ，其土地ノ豊
度二由リ其産出高二多少アリテ，下田ノ生ジタル産額卜其レヨリ勝ル次ノ田地ノ産出額ト
比較シテ必ズ其産出高ノ差アルニ相違ナシ。其差ヲ段々積リシ者ガ借地料ノ目安トナル者
デアル。先ヅ一言二云ヘバ同氏ノ説ハ之レニ諦、スル者也。之レヲ漸々搬張スレバ損失アル
土地ハ誰シモ耕サザルモ，人ノ耕スハ必ズ利盆アル土地也。此ノ耕境ノ地タル最下田ノ借
地料ハ何二由テ定メラルルヤト云フニ，之レハ農産物ノ相場二由テ定メラルト云ハザル可
カラズ。姦ニーツノ田地ア加肥料及種子ヲ計算シテ米十俵ヲ収納セリ。又他ノ田地ニハ
同ジ勢カ卜資本ヲ以テ三俵ノミヲ得クリ。然ルトキニ三俵ヲ得シ者ハー俵四圃二賣レリト
スルトキハ， ー反ノ田地ヨリ、十二圃ノ収穫アリシ。然ルニ一方ハ武拾四圏ノ利盆ヲ得タ
リ。此ノ収穫ノ多キ方ノ地主ノ心二成テ御覧ナサイ。利盆多キ故安ク賣ラントスル者二在
ラジ。必ズ盆々高牛方ー賣ラントス。而シテ其下田耕｛乍者ノ賣タル十二圏ハ勢カト資本二
酬ユルニ足テ其外少シモ餘裕ナク，然レバ其十二円ヨリ下二賣ル事ハ出来ヌ。賣レバ損失
トナル故，明年ヨリ耕作スル者ハナク其十二円ガ即チ農産物ノ相場トナリ債格ヲ支配スル
者也。故二其目安トス）レ慮ハ其比較シダルニ者ノ見積高ナリ。而シテ此ノ借地料ハ日本ノ
地租卜性質同ジキ者也。其最下田ヲ耕スト否トハ農産物ノ価格ノ高低二由ル。故二農産物
高カレバ之レヲ耕スモ利盆アリ。之レニ反スルトキハ其結果亦反ス。故二其耕境ハ農産物
ノ債二由テ違同アリ。其レ故農産物ノ債二高低ノ異同ナキトキハ耕境ノ地ヨリ劣レル地ヲ
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岬スル者ハ非ラズ。之レヲ約言スレバ産物ノ債ハ一番多ク資本ヲ掛ケテ産出セル物ノ債
ナリ。然ルトキハ次ノ問題起リ，一番上等ノ耕境ノ債格ハ何二由テ定メラルヤノ問題起Jレ。
矢張是レモ需要供給ノ原則二由テ支配セラルル者也。人口増殖スレバ，従テ農産物ノ債モ
騰貴ス。然レバ最下田ノ耕境外ノ土地二耕境下リ最劣等ノ田地ヲ耕作スルモ其盆アルニ至
ル。然ルニ今日二於テハ人口俵令増加シ需用増加スルモ此影響ヲ感ゼザル事アリ。即チ外
国交通ノ為メ外國ヨリ輸入スル故ナリ。其賓例ヲ取ランニ，千八百七十四年ヨリ其後十年
間二英國二於テ人口増加シ，従テ食物ノ需用ヲ増加セリ。其増加セシナバ英ノ借地料ハ確
二騰貴セシナラント想像セシニ，意外ノ結果ヲ生ジ，航海術ノ発明ヨリシテ米國濠太利等
ノ外国ヨリ輸入シ，決シテ其騰貴ヲ見ズ，反テ低廉二至リ。従テ其耕境ヲ高メシ事アリ。
故二人ロノ増加ハ借地料二対シテニ様ノ影響ヲ及ボス者ニシテ，其ーハ農産物ノ債ヲ高ク
シテ借地人二餘カヲ輿へ，其餘カヲ併セテ取テ＇ョロシト云フ事ハ，英ノ貴族ノ愛蘭土二於
ケル政略ナリ。第ニハ耕境ヲ下シテー層劣等地二移ル。経漬學上ノ目安ハ最下等二生ジタ
ル産格ト一層上等ノ田地二生ジタル産格ノ差トヲ金二見積リシ高ヲ以テ定ム）レ者ナル故，
従テ借地料ハ多ク取テモ可ナリ。ソコデ此ノリカルドーノ説二付キ貴族ガ勢カヲ得テ居）レ
故，借地人二少シモ餘裕ヲ典ズ，時二専横ノ所業ア）レ由ナリ。然ルニ此ノ原則ヨリ生ジタ
ル事二付キ少シノ敷術アリ。兎角新聞紙ノ説ニハ人ロノ増加ハ國ノ富ナリト云ヘルハ誤レ
リ。彼ノ濠米ノ如キ豊肥ノ土地モ耕作セザル虞二於テハ人々ノ増加ハ國ノ富卜云フモ可ナ
ルト雖モ，土地二限リアル國ニハ人ロノ増加ヲ以テ國ノ富トハ云ヒ難シ。如何二人ロノ増
加スレバトテ，其レガ為メ勢カヲ増シ，耕境ヲ下セシトモ，又資本ヲ能ク用ユルモ産額ヲ
増スト云フ事ヲ得ズ。然ラバ強チニ人ロノ増殖ヲ以テ富國ノ藩トナスハ誤謬タルヲ知）レ可
シ。尚一層大切ナル者ハ，借地料ナル者ハ農産物ノ債ヲ増加シ為サズ。換言スレバ借地料
ガ農産物ノ債二異同ヲ惑起スル者二非ズ。只今陳述シ来リシ通リ，借地料ノ目安ハ最下
等ノ田地ヲ耕シタル実費ノ勘定二由テ定メラル者ナル故，借地料ヲ除キタルカト云フテ，
決シテ其産物ノ債ヲ上下スル者二非ズ。今日日本ノ地租ヲ除キシカト云フテ，決シテ其債
ヲ安クスル者二非ズ。其故ハ最下等ノ耕地ノ産出高卜，其一層上等ノ産出高トノ比較ノ差
二由レバナリ。
第二(1)' 慣習二由テ定メラル者ハ，第一ハ伊太利佛蘭西二行ハル，ネービーヤルシース
テムノ習慣ノ行ハル所ハ，地主卜借地人トノ間二習慣二由テ定メラレタル割合ニテ債ヲ定
ム。即チ地主ガ其半分ヲ取リ，又ハ三分ノニヲ取ル様二定メラルル事アリ。第ニハ愛蘭土
二行ハル（アルスクルノー慮二行ハル）借地ノ制度ハ前二得タル借地人卜後二入来リタル
借地人ガ其借地植ヲ賣買スル事了リ。即チ前ノ者ガ入タル資本ヲ見積テ賣買スル事アリ。
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此レ等ハ経浣上善キ事アリ。如何ナレバ借地人ガ其土地ヲ去Jレトキニ当テ少シノ資本ヲ有
シ，．又我者卜云フ思想ヲ抱キ用心シテ耕作スレバナリ。又愛蘭土二行ハルホテヤルシステ
ムノ事ハ非常二土地ノ価ヲセリ上ゲ，非常二高キ故，地主二借地料ヲ出ス事能八ザルトキ
アリ。然ルトキハ貴族ハ愛蘭土入ノ常食クル馬鈴薯ヲ除ク外何物モ引上グルヲ得ル。是レ
ハ論外ナリ。又只ダデ地主ノ田地ヲ耕シテヤル事アリ。
（直．賃金論）
前会ニハ分配中借地料ノ事ヲ申上ゲシ。今日ハ努カニ対シテ分配スル慮ノ者，即チ努働
者二酬ユル賃金ノ事ヨリ説明スベシ。生産ノ事業二勢カノ必要ナル事ハ已二前会二講ゼラ
レシ如ク，三大必要件ノ其ーニ居ル位ノ者ナリ。左スレバ其生産ノ結果ノ分配ヲ受クルハ
嘗然ノ道理也。其受クル分前ハ或人ハ給料卜云ヒ，又賃金トモ云フテ可ナリ。或ル人ノ説
ニハ賃金ハ資本ノ中ヨリ仕彿フ者ニシテ，生産物ノ分配卜云フ可キ者二非ズト云ヘリ。成
程巳二産業二従事ス）レ t キ末ダ結果ノ見ヘザル前二已二賃金ヲ受ケ取リ居Jレニ相違ナシ•O,
故二直接二生産ノ分配ヲ受クルニ非ズ。然レドモ資本家ガ賃金ヲ彿フハ前借ヲスルト相違
ナシ。其生産結果ヨリ受クルト云フハ当然也。然ルニ努力者ハ多クハ無資力者也。生産物
ノ出来シテ分配スル時ヲ待ツ餘裕ナキ者也。之レニ反対シテ資本家ハ充分二餘優ヲ有シ居
ル者ナル故，一時労働者ノ仕事ヲ見込ンデ前借スル形ニナル者ナリ。然ラバ出来上リシ生
産物ガ下落シタルトキハ已二前借セル給料ヲ割引スル者ナルカ。前借シタト云フ者ナレバ
出来上リシ結果ガ凡テ資本家ノ損失トナル事アラン。果シテ生産物ノ結果ワ分ツ者ナレ
バ，資本家卜共二努力者モ利害ヲ同ゼザル可カラズ。然ルニー且資本家ガ仕彿ヒジ賃金ハ
再ビ取上グル事ナシ。此ノ点二至リテハ実二前借シト云フヨリモ前賣リト云フヲ可トナ
ス。是レ努力者ハ前陳セル如ク大低無資カナル故，無餘義前借スル場合二至ル。之レニ反
シテ資本家ハ有力者ナル者ナレバ，努働者ガ生産二由テ受ケ得ペキ給料ヨリ安ク買ヒ居Jレ
二相違ナシ。先ヅ実際ハ資本ノ中ヨリ賃金ヲ彿フモ勢力者ガ無資カナル故，如此スルモ経
清學上ヨリ云ヘバ其生産ノ高ヨリ出ズル者ノ分配ナリ。以上ニテ賃金ナル者ハ暑ボ了解セ
シナラン。而シテ此賃金ナル者ハ何二由テ支配セラル者ナルヤニ，矢張リ競争二由テ支配
セラル者ナリ。資本家卜勢働者トノ闊係ハ通常物品ノ賣手卜買手卜同然ナリ。故二資本家
ハ安債二勢カヲ買ハント務メ，努働者ハ成丈ケ己レノ努カヲ高ク賣ラントセシ故二，其間
自ラ競争ヲ生ズ。俵令バ三人ノ資本家ガー人ノ努働者ヲ求ムルトキハ，求ムル者三人ニシ
テ応ズル賣手ハー人ナリ。然Jレトキハ資本家ノ中二競争ヲ生ジ，各自其給料ヲ高クシテ之・
レヲ得ント欲スルナレバ，勢働者ハ其中一番給料ノ高キ者二就カン。若シ之二反シ之レヲ
求ムル人一人ニシテ之レニ応ズル者三人ナルトキハ，勢力者ノ間二競争ヲ生ジ，其債格ヲ
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下落シテ各雇ハレントス。此ノ如キ事二由テ賃金ノ常債モ支配セラル者ナリ。而シテ競争
ハ如何ナル事ヨリ生ズルヤニ，需用供給ノ働キ也。供給愈々多ケレバ需用従テ逆比例トナ
ル。供給少ナケレバ需用愈々増加ス。需用愈々増加セバ償格愈々謄貴ス。債格愈々高クナ
レバ需用従テ減ズ。需用愈々減ズレバ債値従テ低下スd其有様猶ホ環ノ循環極リナキガ如
シ。今ーツハ債格騰貴スレバ供給従テ増加ス。債高ケレバ人之レヲ製作スル愈々多キガ故，
債モ亦従テ減少ス。先ヅ競争ナル者ハ如此。而シテ賃金ノ事二付キ一方ハ資本家一方ニハ
努働者，此ノ資本家ノ資本中二努働者ノ給料二充テタル部分ナカラザル可カラズ。資本ノ
中ニモ種々ノ部類アリテ，或ハ製造品，又ハ器械等ヲ仕入ル為メノ者モアラン。而シテ其
新発明シタル者卜榮働社會ノ人敷ノニッノ割合二由テ賃金ノ割合ヲ支配スル者也。俣令バ
給金二充テ器械等ヲ多ク需用スルニ至レバ，資本ノ中ニテ給料二充ツル部分ハ減ジテ来）レ
者ナリ。従テ他二新事業ノ起）レ迄ハ努働枇會ノ人数ハ増加スル形態トナル。故二人ロガ大
愛賃金二関係ヲ有スル者ニシテ，人ロノ多キ所ハ勢力安債ナリト日ハザ）レ可カラズ(2)。支
那ノ如キ人間ノ安キハ人口多キ故勢力者多シ。従テ人間迄安債トナルナリ。此ノ人ロハ食
物ノ自由ヲ得シメルニ由テ増加ス）レ者ナル事ハ今日ノ経済上ヨリ来タル論ナリ。英國二於
テ以前ハ外國ョリ穀物ヲ輸入シ，又ハ輸出スル事ヲ禁ジタル法アリシ。此レハ何レ其法律
ハ貴族等ガ地債ヲ低落セシメザル為メニ造リシ法ナラン。然ルニ今日ノ輿論ニテ其法ヲ維
持ス）レ能ハズジテ，此ノ法ヲ廃止セリ。故二外國ヨリ自由二穀物ヲ輸入ス）レヲ得ル。従テ
供給増加セシ故，其債格廉債トナリシ。其慮デ労働者ノ有様ハ如何ナルヤニ，始メ此法ヲ
廃止セル、トキハ如何ニモ憫レナ）レ努働者ヲ改良シテャリ度キ心ナリシモ，然レドモ其意ヲ
達スル能ハズシテ，努働者二取リテハーモ愛更ナシ。此ノ有様ヲ観察ス）レニ，只ダ人口丈
ケ増殖シ来レリ。之レガ為メニ給料賃金ヲ舜高スル事ヲ得ズ。何レノ國ニモ努働祉會ハ多
敷ナルモノニシテ，常二其仲間中ノ競争二由テ，常二社會ノ下等ノ地位二立チ憫然タル朕
態ヲナセリ。其憫然タル有様ヲ救ヒ餘計給料ヲ得サセント欲スレバ，食物ノ容易二得ラ）レ
ル巳耳ニテハ出来ザル事ヲ了悟セラル。第一二賃金ヲ昇高セシメント欲セバ，努働者1日
1日ノ生活ノ有様ヲ裔尚ニセザル可カラズ。又外國二移住スル事モ充分ノ結果モ得ズ。外
國二移住スル事ノ出来）レ位ノ者ハ幾分カノ資本ヲ有スル者也。然ルニ努働者社會中ニハ外
國二移住スル位ノ資本ヲ有スル者ハ少ナシ。故二外國二移住スル位ノ者ハ大概少ノ資本ヲ
有シ，尤モ下等ナル努働者ハ依然本國二止マル者也。政府ノ官費ヲ以テ外國移住ヲナサシ
ムルモ一時ノ策ニシテ，決シテ永久ノ策ナラズ。充分勢働者ノ給料ヲ高メント欲セバ其給
料ヲ制限セザル可カラズ。故二努働者ノ賃金ハ常二資本家ノ為メニ制セラレ居）レ者也。而
シテ事業二種々ノ種類アリテ，農業アリ又種類ノ甚ダ多キ製造業モアリ。其事業二従事ス
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ル所ノ職工ハ他ノ事業二従事スル職エト競争スル事ハ割合二少ナギ者ナリ。如何トナレバ
自分ガ其職業ヲ愛更セザル可カラザレバ也。其己レノ職業ノ範園内ナレバ随分競争モ出来
ル者也。又手二職業アル者卜純粋ノカ役者卜競争スル事ハ少ナシ。一職業部内二在リテハ
各々活澄二競争スル事ヲ得ル。而シテ異ナリタ）じ事業二於テ賃金二高下アリ。俵令バ大工
ノ手間賃左官ノ手間賃トハ割合異ナレリ。各々其臓業二由テ差違アル者ナラン。其職業ニ
由テ賃錢ノ差異アル原因ハ， アダムスミス氏ノ指摘スル所五ケアリ (8)。第一，職業ガ人
ノ嗜好スル性質ナル者ハ給金廉ナルニ相違ナシ。人ノ好マザ）レ或ハ不名春ナルト云フ如手
職業ナレバ賃錢高債ナリ。第二，又職業ヲ習得スルノ難易。第三，職業ノ絶ヘズ在）レノ者
ト時二依リテ在ル者トノ差アリ。第四，職人二封シテ要スル信用ノ多少。第五，職業ガ睛
雨ノ差別ナキ事也。
賃金ハ勢力者ガ受取ル可キ分前ナリ。然ルニ勢力者ハ大抵無資本ナル故，不得止其ノ分
配ヲ引嘗ニシテ資本家ヨ・リ其前借ヲナス者デアル。其レガ為メニ勢力者ハ常二資本家ノ為
メニ歴嘗セラレテ充分ノ給料ヲ得ル事能ハズ。或ル人ノ日ク，封建ノ制度已二破レ専制i
政体モ漸ク亡ビ人々ガ立憲政体ノ下二立チ，各人充分二自分メ利盆ヲ保護シ得ベキ時代ナ
ルニ，獨リ生産枇會二在リテ努力者ガ資本家ノ為メニ歴嘗セラレテ第ニノ専制ノ制度ヲ現
出セント嘆息セシ人アリシ。而シテ勢力者ハ之レニ向テ如何ナル策略ヲ取リシ者ナルヤ，
其レヲ今日ハ陳述スル積リ也。第一ハ罷業，第ニハ職エノ結祉。此ノニケノ策二由テ努力
者卜資本家ノ間二腿礫ヲ生ジ一時ハ大ナル幣害アリ。此レヲ救フノ方法如何。之レヲ救フ
ノ方法ハ（クーパレション）卜稲シテ努力者卜資本家ヲ利害ヲ同ズ）レ方法ヲ設ケルナリ。
第一罷業（ストライキ）打撃卜膵セリ。一言スレバ勢力者ガ黛輿ヲ為シ職業二就クヲコバ
ム事也。是レハ元卜努働者ガ自分ノ利盆ヲ保護スルニ出ズル手段ナル故，正嘗防衛ナリト
云ハザル可カラズ。故二法理上ヨリ見）レモ経済上ヨリ見ルモ敢テ非難スベキ者二非ズ。要
之スルニ之レヲ行フニ三ツノ重ナル場合アリ。第一ハ努力者ガ給料ノ増額ヲ求ム）レトキ。
俵令バ新タニ生産物ノ賣捌ノ道ヲ登見シ，此ガ為メニ其生産物ノ債格永久騰貴セリ。一時
需給ノ投合二由テ騰貴セルニ非ズシテ，俵令バ維新前ハ日本デモ茶ハ國内二需用セシモ維
新後ハ輸出ヲナセシ故，永久二騰貴セリ。然ルトキ製造家ハ大二利益スル虞アルモ為メニ
努力者ノ給料二影響ヲ及バザルトキ之レガ増給ヲ求ム）レハ至嘗也。第ニハ就業ノ時間ヲ短
縮スヲ請求スル事。俵令バ世ノ中ガ不景氣ニテ安債ヲ以テ雇シ加之一日十六時間モ就識セ
シ。然）レニ世ノ伝最回復シテ製造業モ盛トナリ，職エモ澤山二出来タルトキ，製造家充分
二製造ヲ為スヲ得;l,モ猶ホ其時間ヲ減縮セザルトキ請求スルハ嘗前也。第三ハ給料増加ヲ
資本家ガセズニ却テ減却シクルトキ也。是レ等ノ事ヲ請求スルトキハ勢力者一同ガ園結ス
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Jレニ非レバ為スヲ得ズ。此ル場合ニハ勢力者一同手ヲ引キテ資本家ノ減給ヲ非難スル也。
只今例セシ如ク職業二就クヲ拒ムモ素卜法律上及ビ道徳上尤ム可キ限リニ非ズ。乍併賓際
ニ於テハ往々然ラザル者アリ。何ゼナレバ毎々陳述セル通リ勢力者ハ総ジテ下等二位スル
者ニシテ智識モ充分在ラズ。従テ分別カニ乏シキ者也。如此無分別ノ多人敷ガ園結スレバ
勢二乗ズルト云フ幣害ヲ免レズ。故二罷業ヲ行テ宜シキ場合ニノミ用ユレバ不可ナラザル
モ，如此無分別ノ寄合ナレバ往々行フ可カラザル場合二行フアリ。是レガ為メ往々非難ヲ
受ケ耽會二害ヲモ鶯ス者ナレドモ，是レ罷業其者ノ悪シキニ非ズシテ罷業ヲ行フ場合ノ悪
シキニ在リ。故二尤ム可キハ下等社會ノ無智無識ニノミ在リ。却説勢力者ガ罷業ヲ行ヒシ
場合ニハ資本家ハ如何ナル事ヲ為シテ可ナルヤ。資本家ノ為ス可キ場合三アリ。第一努力
者ノ請求ヲ許シテ職業ヲ螢ムカ，第ニハ資本ヲ轄ジテ他ノ螢業二従事スルカ，．第三ハ螢業
ヲ中止シテ努力者卜耐忍比ベヲナスカ。此ノ三者ノ中其ーヲ揮バザル可カラズ。此ノ第一
ノ請求ヲ容Jレルハ素ヨリ穏嘗ノ方法ナリ。乍去勢力者ノ望ム所相嘗ナレバ聴入Jレルモ些少
ナル事ニテ行フ可ヵラザル罷業ヲ行フ事間々有之。i 故二資本者モ常二之レヲ聴許スル事ヲ
得ズ。然ラバ資本ヲ他二移サンカ，為メニ大二損害ヲ蒙ルナラン。如何トナレバ従前ノ螢
粟二用ヒ来リシ諸器械ハ悉ク無用二帰シ，之レヲ売却スルモー塊士ノ債セズ。且ツ又他業
ハ今迄ノ螢業ノ経瞼ナシ。一見スレパ他二資本ヲ轄ズル事ハ容易ナル．二似タレドモ決シテ＇
容易ノ業二非ズ。其レ故二勢力者ノ求ムル（一字不明）相嘗ナラズ。然レバ亦許スヲ得ズ。
而シテ資本ヲ轄ズル事モ亦容易ノ事二非レ、バ不得止第三ノ耐忍比ベヲ為ス事往々ニシテ，
之レヲ為スニハ資本家ノ中ニモ園結ヲ要シ，努力者ノ・間ニモ園結ヲ要スq且ツ資本家ハ受
身ノ方二在ル者ナリ。故二資本ノ利益ヲ捨ツルモ左程困窮スルニ非ズ。然ルニ勢力者二取
リテハ素卜資カニ乏シキ者ナレパ，永久其罷業ヲ／持久スル能ハズ。而シテ資本家二屈服ス
レバ可ナリ。若シ屈服スル事ヲ為サザレバ，製造慮二暴行ヲ為シ，諸器械ヲ破損スル様ニ
立至ル事往々アリ。此ノ罷業ハ経済上頗ル危瞼ナル者トテ充分慎重ヲ加フ可キ者也。第二
（トレードユニオン）職エノ結耽。是レハ日本ニモ一時東京辺二敷例アリテ勢力者ガ申合
セヲ為シ，給料ノ幾分ヲ醸金シ疾病火災等不時ノ備ヲ為ス。其主クル目的ハ勢力者ノ相互
ノ保除会社卜云フモ可ナリ。然ルニ其申合規則ノ中二種々ナル事ヲ記載シテ，能ク其規則
通リ実行スレノゞ経演上大髪二利益アル事ナリ。其ーニヲ例スレバ，三年以上見習シタルニ
非レバ製造慮ノ職人二入レズ。若シ其職業二慣レザル載工ヲ用ヒタル製造者アレバ，其製
造者二対シテ罷業ヲ行フト。其レ故二製造者モ憚レテ妄二用ユル事ヲ為サズ。従テ勢力者
ノ敷ヲ制限スレバ努カノ供給需用二超過スル事ナケレバ給料ノ減額ヲ見Jレ少ナシ。一言注
意スベキハ結祉ハ大抵其職業内二在リテ其他二及ボスヲ得ズ。明治十三年横濱ニテ生糸連
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合会社卜外國商人ノ間二争働ヲ生ゼシ。従来ノ慣習二依レバ外國人ノ倉庫ニ一度積込ミ粗
精ヲ調査シテ取引スル事ニシアレバ，兎角日本ノ商人ノ櫂利ハ蹂躙セラレタル事往々有シ
故，為メニ日本生糸取引慮ニテ取調プル様ニシタルニ外國人トノ間二争働ヲ生ジ，為メニ
罷業ヲナシ敷日ノ間耐忍セシモ，遂二耐忍スル事ノ出来ザルヨリ日本ノ商人中二連合金二
反背シ，綱二外國商人二賣込ミシ者アリシ。是レ日本ノ結社乏シカリシ故也。然ルニ外國
ノ結社ハ余程翠固ナル者ニシテ，千八百六十七年二器械製造人ノ連合二耽員三万三千有餘
アリテ収入金ーケ年十二万四千謗アリシ。又蒸気罐ヲ造ル職人ガ千八百六十七年ニハ六千
四百有餘人ナルニ千八百八十二年二社員二万七千増加シ，収入金ーケ年六万七千謗（一膀
平均日本ノ四円八十八錢五厘）， 此レ利足ナル故年々生出セル者也。如此資本ヲ充分積貯
シ罷業中之レヲ以テ充分二支給シ得Jレ者也。
前会二於テ努力者卜資本家ノ間二紛争ヲ生ズルハ資努雨造各々不利益ナル事ヲ陳述シ置
キタリ。而シテ末ダ之レヲ救済スルノ方法ヲ充分二説明セザリシナレバ，今少シク之レヲ
補綴セン。其方法タルヤ努力者卜資本家卜共二醸出物ヲ為ストキハ，努力者自ラガ資本家
ノ地位二立ッノミニシテ，左程停調法ナリトハ云ヒ難キモ，勢力者二資本ノ一部ヲ出サシ
ムルトキハ，攻撃紛争ハ自分等ノ利益二闊スレバ従テ軌轄ヲ生ズル折アラン。然ルニ努力
者タル者ハ或ル事業二依リテハ幾分ノ資本ヲ有スト雖モ多クハ下等社会ノ者ナレバ，大抵
一部ノ資本ヲモ出ス能ハザル者也。如此次第ナレバ前法モ施スヲ得ズ。然レバ亦他二救済
ノ法策ヲ按ゼザル可カラズ。則チ資本家ガーケ年ニー割以上ノ利潤アリシトキハ其資格ヲ
努力者二興フル如クセバ，罷業ヲ為ス如キ事ハ従テ減ズ。
(IV 利潤論）
今日ヨリ利澗ノ事二移リ説明スベシ。財本ンヽ資本トモイフハ是レ生産二欠ク可カラザル
三大必要件ナル事ハ既二了解セシナラン。然レバ生産物ノ配分ヲ得ベキハ至嘗也。其分前
ヲ利益又ハ利潤卜云フ。何ゼ嘗前ナリト云フニ，資本ナル者ハ貯蓄ノ結果也。其貯蓄ノ結
果ハ不生産消費即チ一時ノ快楽二供セズシテ貯蓄シタル者ガ轄ジテ資本トナリタル者ナ
リ。之レヨリ得ル所ノ者ハ原語ァプステナンス即チ捨楽(4)ノ報酬也。如何トナレバ若シ報
酬ヲ得ザル者トセバ，人誰力苦ンデ貯蓄スル者アランヤ。或人ガ利益ヲ生ズルハ只今陳述
セシ理由アルニ限ラズ尚ホ資本ハ貪欲心ヨリ生ズル者卜。コノ説タルヤ佛國ニ一時大愛二
行ハレシ説ナリ。其説ノ非ナル事ヲ駁スルニ佛経済學者バスチニャン氏ノ (5)論ゼラレシ
事アリ。其説ヲ摘戴シテ以テ理由ヲ説カン。甲アリ。一ノカンナ（飽）ヲ有セリ。乙之レ
ヲ借ラント申込ミシ。甲ノ日ク，其報酬如何卜。乙日ク，敢テ消耗スル者二非レバ無報酬
ニテ借スベシト。甲ハ之レニ応ゼズシテ日ク，此レ他二借ス為メニ造リシ者二非ズト。乙
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日ク，然ラバーケ年借用セシ後元ノ通リノ品ヲ返還セ．ン故借興ヘヨト云ヒシモ，甲ハ猶ホ
之レヲ許サズ。日ク，予ハーケ年間此ノカンナ．ヲ以テ利益スル事アラン。然ルニ他二貸興
ヘバ予ハ其利益ヲ得ル能ハズト。姦二於テ乙ハーケ年幾枚カノ板ヲ興ヘン事ヲ約セリ。即
チ其カンナハ資本ニシテ乙ガ借リテ返ストキ板ヲ付テ返スハ利潤也。此ノ甲ノ請求ハ至嘗
ナル者ニシテ決シテ貪欲心ヨリ生ジタル者二非ザル也。先ハ資本ガ利足ヲ生ズルハ嘗然ナ
リ。利潤ナル者ハ三原素ヨリ成立ツナリ。其ーハ資本ノ利足，其ニハ冒瞼報酬，其三ハ努
ママ
働者ヲ監督スル所ノ勢ノ報酬也。通常ハ此三原素ヲ集合シテ利足ハ生ズル者也。併シ此ノ
中ニー原素ヲ有スル者アリ。又三原素ヲ有スルアリ。監督ノ労ヲ多ク取ル者アリ。又冒瞼
ノ多少アリ。其等ノ多小二由テ利潤ノ多少ヲ生ズル也。資本ノ利足ハ危瞼ヲ冒ス事モナク
又監督ノ努モナク，（一字不明）ヲ取除ケテ置キシ利足ヲノミ云フ也。如此者ガ世ノ中二在
ル可キャ。厳格二之レヲ言ハバ在ル筈ナシ。併シ公債證書ノ如キ其資本金ヲ失フ事モナ
ク，又夕公債證書ヲ有スルニ付テ敢テ努カヲ要スルニモ及バズ。是レ等ガ純粋ノ資本金ノ
報酬卜云フテ可也。英國二於テハ公債證書ノ利子ハー年三朱也。如此低廉ナルハ政府ノ信
用モ厚キ故デ，敢テ之レヲ失フノ危瞼モナク，又別二勢カヲモ用セザレバ低廉也。此三朱
ガ金利ノ本原卜云フテ可也。金ヲ貸借スルニ若シ此./三朱ヨリ貸手ノ方ヨリ多ク彿ヘト云
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フトキニハ借主ガ危瞼ノ畏レアルヲ以テ也。英國ノ公債證書ノ利子ハ三分，通常ハ三朱以
上卜云フヲ可也。ケンプリヂ大學校ノ生徒二貸金スル者ハ七割五分ノ利足ヲ生ズル也。是
レ英國二判決例アリテ，末丁年者ガ須要ノ為メニ借金シタル者ハ，親ハ之レヲ彿フ可キ
モ，須用外ノ金ナレバ之レヲ彿フニ及バズ。故二若シ之レヲ借シタルトキハ利足モ資用モ
（三字不明）タルト謂フ可シ。故二高利ヲ貪ボルハ嘗然也。若シ又夕資本ヲ産業二用ヒテ三
朱以上ノ利益ヲ得ル事能ハザルモノナレバ，敢テ危激ヲ冒シ努力者ヲ使役シテ商賣スル者
ハアリ得ズ。資本金ヲ引上ゲテ公債證書ヲ買入レ置ガ寧口利益アリ。今日我國二於テハ百
円ノ公債證書ガ百円以上二騰貴セリ。此ノ奇態ノ状態ハ如何ナルヤ。之レヲ観察スルニ，
資本ヲ商業等危瞼勢力等ヲ要スル事業二用ユルヨリ，其利足公債證書J.方遥二貴キ故，之
レニ資本ヲ投ズル者多キ故也。先ヅ日本ノ金利足ハ七朱以下卜謂フ可シ。此ノ公債證書ノ
利足ヲ高クスルハ経漬上ヨリ見レバ甚ダ悪シ。若シ其利足ヲ五朱トセバ，商業祉会ノ利足
六朱ナルヲ尚ホ商業祉会二資本ヲ卸セバ其運轄ハ尚ホ自在ナルモ，公債證書二為シ置ケバ
其金ハ不生産金卜為Jレ者ナレバ也。予ハ聞ク。先年騨逗局ノ貯金甚ダ多カリシト。此ノ遮
騨局ノ貯金ナル者ハ素ト一歩二歩卜勢カノ結果ヨリ生ジクル者ヲ貯蔵シ置キ，他日興業ノ
．資本トナシ又ハ天災不慮ノ用二供スベキ者ナリ。然ルニ兎角己レノ資本ヲ割テ之レニ入ル
ルハ抑モ其目的ヲ誤レリ。政府ノ之レヲ置ク旨意斯ル意ナランヤ。英國二於テハ凡テ公債
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證書ハ三分ナリ。世界之レニ應ズル者ナシ。世界金利ハ四分ナリ。尚ホ之レニ應ゼシムル
ニハ如何スベキャト云フニ，元金ヲ減ズル也。故二元金ヲ八十円卜為シ，更二之レヲ動力
ザル者ニシテハ婦女子幼年ノ者ハ耽会二運動シテ事業ヲ為ス能ハザル者ノ為メニシテ，決
シテ壮年者ノ公債ヲ抱テ安眠スルヲ許ザル者也。
前会ノ次ギヲ講ゼン。資本家ノ受取ルベキ利益ハ資本金ノ利足二冒瞼監督ノ報酬ノ三原
素二基ク事ヲ説明セシ。其中ノ冒瞼監督ノニ原素ヲ除キ只ダ資本ノ利足ノミトス'1レトキ
ハ，其割合ハ同時同慮二於テハ同一商業二闊シテパ常ニー様ノ割合ヲ有セリ。生産事業ハ
其敷多クシテ枚挙二追アラズ。併シ其種々ノ産業二注入シテ行キシ資本ノ利益ヲ受ク可キ
額ハ同一也。然ルニ其差異アルハ冒瞼ノ多少監督ノ努ノ多少二由テ生ズル者也。俵令バ姦
二紡績会社卜友染会社ノニ個アリ。其株券ヲ有スル者ハ監督ノ努ナシ。又雨方ノ会社ガ同
ジ信用ヲ有シ居レバ其冒瞼モ亦同'......也〇トスルトキハ其二個ヲ取除ヶ置クモ置カザルモ素
・ヨリ同ジキ道理也。然）レトキハ資本金ノ受ク可キ利益ハ同一ナラザル可カラズ。一ツノ事
業ガー割二廻ハル可キ者ナレバ他事業モ亦然ラザル可カラズ。若シ此ノ利足ナル者ガー様
ナブザル者ナレバ，恨令バ紡績会社ノ方ハ資本金二封ス）レ利益ハー分二廻リ居ルニ友染会
枇ノ利益ハ五分ニノミ廻ルトスルトキハ其利益多キ方二移ルハ人情ノ常ナレバ，従テ其利
害平等ノ貼二蹄着スル者也。既二陳述セル如ク冒瞼ノ事二於テハ同一事業二付テモ異ナル ． 
者ニシテ，俵令バ萩二甲乙ノニ個ノ紡績会社アリ，甲会祉ハ信用厚クシテ乙会社ハ信用薄
シトスルトキハ，甲会社ノ方ノ資本家ハ冒瞼少ナク乙会枇ノ資本ヲ有スル者ハ危瞼ヲ冒ス
事多シ。同一ノ業二付テモ其信用ノ厚薄一由テ冒瞼ノ差アリ。素ヨリ事業ノ異リシ三者ニ
於テハ（同ジ事業二付テスラ一時危瞼ヲ異ニスル者ナ Kバ）永久危瞼ヲ異ニスル者ァ）レ也。
俵令バ呉服屋ノ賣買，織物事業家卜茶屋業生糸製造業トハ大二危瞼ノ度ヲ異ニシ，織物製
造業ハ格別ノ損失ヲ殊二負フ事ナキモ，生糸製造業二付テハ鷲虫之生育等二付キ大二危瞼
アリ（此ノ中ニー寸申遺セシ事アリ（マイグレション，キャピタル）資本ノ移轄卜云フ事
アリ。資本ナル者ハ必ズ利益ノ少ナキ方ヨリ多キ方二移ルノ傾向アリ。資本金ノ移轄ハ職
業ノ愛更トハ異ナリ，職業ノ移轄ナレバ他業（二字不明）モ要シ，且ツ現在工場機械/.損失
ヲモ顧ミズ土塊同様二賣彿ハザル可カラザルモ，資本ノ移轄ハ唯之迄注入セシ者ヲ引上ゲ
テ他業二移スニ過ギザル也。其ノ故二金利卜云フ迄二廻ハラザレバ無論其資本ハ引上ゲ，
又危瞼監督同一ニシテ且利益大ナル為アレバ嘗然其方二移ル者也。如此理由ナル故同一ノ
時同一ノ事業二於テハ単純ナル金利ノ｀ヽ同一様ナリ。要スルニ純粋ノ資本金二封スル利足ナ
ル者ハ如何ナル事業二使用スルモ同一ノ割合ヲ有ツ者ナリ。実際事業ヲ異ニスル毎二利益
ヲ異ニスルハ危瞼及監督ノ勢ガ多少ナルニ由ル者也。此ノ所以ナルヲ以テ或ル経演學者ハ
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諸般ノ職業ノ利益ハ自然平等ノ欝占二諦着スル者ナリト論ズル者アリ。然レドモ決シテ然ル
二非ズ。単純ノ資本金二封シテ利益ハ平等二蹄着スベキモ，他ノニ原素加入スルトキハ，
決シテ同一ノ利益二蹄着スル者ニアラズ。同ジ事業二付テモ同一ノ監督同一ノ危瞼アル者
二非レバ，其大小厚薄二由テ自ラ其受ク可キ報酬利益二差異ヲ生ズ可キハ道理上明白ナル
事実也。論者ノ説盤二成立スベケンヤ。
是レヨリ題ヲ設テ，富卜人ロ卜増加スルニ従テ利足ノ割合ハ減ズル者也。同一ノ勢カト
資本トヲ以テ多額ノ生産物アリシトキハ努カト資本トニ封シテ分配スベキ者モ亦増加シ，
之レニ反シテ同一ノ努カト資本トヲ以テ従前ノ生産ヨリ減ゼントキハ，其分ツ可ギ利益モ
亦減ズル訳也。先ヅ富ガ増加シタルトキハ従テ資本ノ利益ヲ減ズ。質ハ資本ノ供給増シテ
来リシ者也。且ツ資本家ノ中二競争ヲ生ジ其結果ハ利息ガ少クナルニ相違ナシ。彼英米ノ
如キ繁盛ノ國ハ金利安廉ナリ。今日我國ノ利息五朱ナレバ英國ノ利息三朱ナルガ如キ差ア
リ。富ガ増加スレバ亦人ロモ従テ増加ス。其人ロガ増加スレバ如何ナル結果ヲ生ズルャニ
直二衣食物ノ需用ヲ増加シ来ル者也。姦ニー言スベキハ，農業ナル者ハ或ル貼→迄進ンダ
トキハ努カト資本トヲニ陪スルモ其生産物ヲ同ーニ増加スル能ハズ。俵令バー反二五十円
ノ資本ヲ以テ六石ノ米ヲ得シ。然ルニ今年百円ノ資本ヲ以テシタル故二倍ノ収獲十二石ア
リヤト云フニ決シテ然ルヲ得ズ。土地ノ生産カニ限リアル故，幾分カハ其産額ヲ増ス可
キモ，資本ヲ増シタル割合二増産スル者ニア・ラズ。是レ報酬漸減法ノ支配ス）レ慮ノ者也。
故二人口増加シテ食物ノ需用増加シタルトキハリカルドー氏ノ所謂耕境ノ地下リ来テ不
便ノ地モ開懇セザル可カラズ。然ラザレバー層不毛ノ地ヲ耕作スベキニ至Jレ。然ルトキハ
同一ノ努力同一ノ資本ヲ以テ得ル所ノ産物ハ従前二及バザル者出来ル也。是レ下田ヲ耕作
スルガ故也。従テ其努カト資本トニ分配スベキ高モ素卜出来タル生産高ガ少ナキ故従テ減
ズル訳也。然ルニ或ハ斯ル説ヲ吐ク者アラン。則チ需用増加シタル故必ズ債騰貴セント。
併シ此ノ償ノ騰貴シタルト云フハ形ノミナラン。何トナレバ同一ノ資本努カヲ以テ製産シ
タル者ナレバ其債ヲ騰貴スル能ザルナリ。凡ソ直段ナル者ハ生産スル費用二由テ定メラル
ル者ニシテ，上中下ノ田地ヲ耕シテ下田デアル丈ケ生産費多額ナリト見ザル可カラズ。其
一番最下田ノ費用ヲ以テ生産物ノ価ハ定マ）レ者也。然ルトキハ其最下田ノ資本二封シテ分
配スル割合ハ上中田ノ資本二封シテ分配スベキト同ジ割合也。其餘配ハ前会二陳述セシ如
キ（レント）借地料ノ方二入ル可キ者也。
直段ノ高キ為メニ利益ナル者必ズ多キ訳合ニハ行カズ。往・々世人ハ直段サヘ高ケレバ利
益多シト誤解スル者アリ。併シ俄カニ需用増加シ直段騰貴シタルトキハ利益多キ事アリ。
然レドモ競争ノ充分二行ルトキニ於テハ物債ナル者ハ生産費二由テ定マル者ナレバ，需用
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二由テ高債トナリタルトキハ是モー時ノ利益ニシテ永久維持スル事ノ出来ル者二非ズ。一
時ハ如此利益ヲ受クル事アルモ直段ガ高クナリシガ為メニ少シモ利益ヲ得ザル事幾等モア
リ。（二字不明）生産費ヲ分析スレバ三ツニ分ツヲ得ル。即チ第一生産費ハ勢力者二酬ユ）レ
給料卜資本家ノ利足冒瞼ノ報酬二由テ成立スル者也。故二此中ノー増加スレバ製造入費ハ
必ズ増加ス。直段騰貴シテ利益増サザルノ例ヲ取ランニ，俵今バ物品二課セラルル税ハ間・
接ナル者ナル故製造家ノ負搬スベキ者二非ズ。必ズ買主）負櫓スベキ也。故二其丈ケ其者
ヲ高債二賣ラザル可カラズ。然ルトキニ努力者資本家ノ為メニ多少ノ分配ヲ増スヲ得ズ。
官二増スヲ得ザルノミナラズ，反テ物債ノ高キガ為メニ物品ノ販路ヲ狭隣ニシ，時二損失
ヲ受クヲ（一字不明）セザル也。翌二常二利益センヤ。此製造費ノ中ヲ分テ三卜為セシガ，
其中主ナル者ハ努カニ酬ユル者卜資本ノ報酬トガ主タル者ニシテ，生産物ノ代債ノ中ニハ
必ズ包含セル者ナル事ハ，丁度此ノ資本勢カノ受ク可キ部分ノ割合ハ（一字不明）比例二比
例シテ愛化シテ行ク者ナリ。俵令バ生産物ノ債ガ十ナルトキハ，労カノ受ク可キ者六ナル
トキハ資本ノ受ク可キ者四トナリ，資本ノ受ク可キ者六ナルトキハ勢力者ノ受ク可キ者四
トナルガ如ク展轄其地位ヲ髪更スル者也。此ノ生産入費ノ中ニテ努カノ報酬ハ尤モ大切ナ
ル者ナリ。資本ノ報酬ハ寧口受身ノ地二立ツ者ニシテ，利益ノ多小ハ勢力二報ズ）レ資本ノ・ ’ 
多少二由テ支配サルル位ノ者也。其レ故二債ガ騰貴シテモ直二借料ノ方ヲ増スニ至リテ利
益ナル者ハ左程増ス繹ニハ行カザル也。・
(1) このパラグラフはフォーセット夫人の「経済学入門」 (Fawcett,M. G:, Political 
底onomyfor Beginners, 1870, 5 th. ed., 1880)第三篇「分配論」第一章「地代」
の「地代に及ぼす慣習の影響」以下の四節の要約的叙述であるが，術語の表現が不正
確である。「ネーヒ°ーヤルシーステム」は分益農制 matayer-systemのこと， 「ホテ
ャルシステム」は入札小作制 cottiersystemのことである。またアルスタルは，北
アイルランドの Ulster地方をさす。
(2) 人口問題について，以下のような長文の原註あり。男女相結婚スルヤ其意子女ヲ挙
グルニ在リ。然ラバ数多ノ子女ヲ挙グルハ吾人ノ希望スベキ志ナルカ。往時ハ勿論現
時卜雖モ山海ノ造利頗ル多ク茂シタル燎野草榛二委棄スルモノ亦甚ダ少カラザルヲ以
テ，人口益々蕃殖シ来Jレハ実二希望スベキ者ナリト云フ者アリ。或ハ人口日々蕃殖シ
テ已ムナクンバ遂二産物卜権衡ヲ失シ，衆皆ナ餓餓二逼ルノ惨状ヲ呈スル事ナキヲ保
セズトノ憂ヲ抱ク者アリ。是レ実二道徳上経済上ニー大関係ヲ有セル古来ノ大問題ナ
リ。今其説ヲ列挙セ・ンニ，
甲日ク，能ク労働シテ家ヲ守ル，人ハ決シテ多キニ過グルノ憂アル可カラズ。土地
小ニシテ国富裕ナルアリ，土地大ニシテ国困窮ナルアリ。惟子女ノ教養ヲ壷クシ瀬惰
放逸ノ徒地ヲ払フニ至ルヲ勉ム可キノミト。
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乙日ク，単二道理上ノ考察ヲ下ストキハ，他日人ロ卜産物ノ権衡ヲ失スルニ至ルヤ
モ知Jレ可カラズト雖モ，天ノ霊妙不可思議ナル，人類二生殖ノ器ヲ与へ，又之レニ地
球上ノ産物ヲ授ケタル以上ハ，人ロ卜産物卜其権衡ヲ失スベシトハ自ラ之レヲ信ズJレ
能ハズ。或ハ論者ノ所謂Jレ疾病等二由））其権衡ヲ有ツニ至Jレ可キカ，或ハ吾人ノ末ダ
発明セザル無盪ノ産物アリテ其権衡ヲ失セザルニ．至Jレ可キ乎，得テ知Jレ可カラズ。唯
ーニ経済上産物ノ蕃殖ヲ勉ム可クシテ人ロノ増殖ヲ憂フ可カラズ。要スルニ吾ガ仇敵
タル者ハ未開地ナリ。開明ヲ計ルニハ先ヅ人ロヲ増殖セシメザル可カラズトノ古言俯
ホ其勢カヲ失ハズト。
丙日ク，他日人ロノ増殖シテ産物卜其権衡ヲ失スルニ至Jレハ段々免カレザル所ナ
リ。而シテ之レヲ免ルノ法ハ僅カニニアルノミ。、ーハ戦争疾病等二由テ人ロヲ減ズル
二在リ。一ハ婚姻ノ期ヲ遅クシ且ツ教育ヲ盛ンニシテ各人ノ情慾ヲ節セシメ，出産ノ
数ヲ減ズルニ在））ト。 ‘ 
以上三説アリト雖モ予末ダ其執レガ是ナルヤヲ知ラズ。・第三丙説ハ著名ナル（マル
サス）氏ノ人口制限論ニシテ（ボジチーブチエク）（テフワンスチヱツク）文学士天
野先生之レヲ訳シテ賓制及ヒ＇予防制トナス。実制ハ天災疾病戦争等ヲ云ヒ，予防制ハ
各人自ラ生殖ヲ防グ1ヲ云フ。而シテ先生モ亦（マルサス）氏ノ説ヲ取ルガ如シ。予且
ツ研究ノ材料二供セン。呵々。以上の原註の中に出てくる天野の所説につ、いては，天
野為之「経済原論』，明治19年， 73--:-76ページを参照。
(3) スミスのこの所説については，『諸国民の富」第一編第十章「労働と資財．のさまざ
まの用途における賃金と利潤について」第一節「職業そのものの性質から生じる不平
等」を参照。第五はスミスでは「これらの職業において成功する可能性の有無」とな
っている。なおこの五つの理由はフォーセット夫人の前掲書にも引用されている。
(4) シニアー (N.Senior)の提唱にかかる利子の制欲説で， J.S.ミルしたがってまた
フォーセット夫人もこの説をとっている。現在では abstinence を普通制欲と訳す
が，天野為之の『経済原論」もこれを捨楽と訳している。天野「経済原論」 p.141.
(5) バスチニャン氏とはバスディア C.F. Ba~tiat (1801-50)のことであろう。この
飽の例話はフォーセット夫人の前掲書にも出てくるが，それによれば，バスティアは
この話を「一連の小冊子の中で」説いた。
(6) 「ボジチーブチェク］， 「テフワンスチェック」は positive check, preventive 
checkのことであろう。
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